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12
月
定
例
会
に

⑴
は
全
員
賛
成
で
、
⑵
～
⑸
は
賛
成
多
数
で

可
決
し
、
国
等
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

⑹
～
⑻
は
否
決
し
ま
し
た
。

（要旨）

意
　
見
　
書

⑴
森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

森
林
は
、
木
材
等
の
供
給
や
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
な
ど
、国
民
の
安
全・

安
心
、
国
土
、
環
境
を
守
る
重
要
な

財
産
で
あ
る
が
、
林
業
関
連
産
業
の

現
状
は
、
経
営
基
盤
が
依
然
と
し
て

脆
弱
で
あ
り
、
山
村
の
疲
弊
も
著
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
27
年
３
月
に

山
村
振
興
法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
育
成
に
よ

る
就
業
機
会
の
創
出
や
定
住
の
促
進

等
が
新
た
に
基
本
理
念
に
盛
り
込
ま

れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
山
村
地

域
の
再
生
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
、
森
林
・
林
業
施
策
の

推
進
は
急
務
で
あ
り
、
立
地
条
件
に

対
応
し
た
森
林
整
備
や
間
伐
材
等
の

利
活
用
、
適
切
な
治
山
対
策
、
鳥
獣

害
対
策
の
実
施
等
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

　

よ
っ
て
、
木
材
自
給
率
50
％
以
上

の
達
成
に
向
け
、
地
域
材
を
利
用
し

た
公
共
建
築
物
の
木
造
化
、
新
た
な

木
材
利
用
の
創
出
お
よ
び
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
等
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
材
お
よ
び
認
証
材
の
計

画
的
供
給
、
販
売
体
制
の
確
立
を
図

る
こ
と
な
ど
６
項
目
の
実
現
を
国
に

強
く
要
請
す
る
。

⑵
空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め

　
　

の
税
制
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
お
い
て

は
、
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
家

屋
の
耐
震
化
促
進
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
５
月
に
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
新
た
な
空

き
家
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
政
策

誘
導
力
の
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

居
住
用
家
屋
が
空
き
家
化
す
る
契

機
は
相
続
時
が
最
も
多
く
、
相
続
人

は
不
可
避
的
に
空
き
家
の
管
理
経
費

を
負
担
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
必
要

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ

れ
た
居
住
用
家
屋
に
つ
い
て
は
、
相

続
後
、
一
定
期
間
内
に
耐
震
リ
フ
ォ

ー
ム
ま
た
は
除
却
を
行
っ
た
場
合
、

費
用
の
一
部
を
所
得
税
額
か
ら
控
除

す
る
制
度
の
新
設
や
、
そ
の
後
に
家

屋
を
売
却
し
た
場
合
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
を
検
討
す
る
よ
う
政
府
に
強

く
要
望
す
る
。

⑶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
円
滑
な

　
　
　
　

運
営
に
係
る
財
源
確
保
等

　
　
　
　
　

自
治
体
の
負
担
軽
減
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
市
町
村
に
は
通
知
カ
ー
ド
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て
対

応
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
町
村
の
カ
ー
ド
交
付
事
務
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
事
務
費
補
助
金
が
措
置
さ
れ
る

が
、
本
来
、
全
額
国
庫
負
担
で
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
、
非
常
に
低
い
補
助
上

限
額
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
町
村

は
財
源
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
相
当
数
の
交
付
が
見
込
ま
れ
る

が
、
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
に
対
し

て
十
分
な
補
助
金
額
が
確
保
さ
れ
る

の
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
28
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
支
払
う
交
付
金
全
額
を
国
の

負
担
と
し
、
十
分
な
予
算
措
置
を
す

る
こ
と
な
ど
６
項
目
に
つ
い
て
、
政

府
に
特
段
の
配
慮
を
求
め
る
。

⑷
地
方
大
学
の
機
能
強
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

国
立
大
学
の
運
営
費
補
助
金
は
年

々
削
減
さ
れ
、
教
育
の
質
の
低
下
や

将
来
的
な
学
生
定
員
数
の
削
減
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
、
地

方
創
生
に
向
け
、
地
域
と
大
学
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
も

う
と
す
る
中
、
若
者
の
地
元
定
着
や
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
育

成
な
ど
、
地
方
大
学
の
果
た
す
役
割

に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
地
方
で
若
者
が
一
定
水

準
の
専
門
知
識
を
習
得
で
き
る
よ
う

教
育
の
質
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

大
学
で
学
ぶ
学
生
定
員
確
保
の
た
め
、

そ
の
基
盤
と
な
る
国
立
大
学
法
人
運

営
費
交
付
金
の
充
実
、
私
立
大
学
に

対
す
る
私
学
助
成
の
拡
充
を
図
る
こ

と
な
ど
３
項
目
に
つ
い
て
、
強
く
推

進
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
る
。

⑸
夜
間
中
学
の
整
備
と
拡
充
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

全
国
夜
間
中
学
校
研
究
会
の
推
計

に
よ
る
と
、
15
歳
を
過
ぎ
て
義
務
教

育
が
修
了
し
て
い
な
い
者
は
、
百
数

十
万
人
に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
夜
間
中
学
は
全
国
８
都
府

県
に
31
校
し
か
な
く
、
四
国
や
九
州

に
は
１
校
も
な
い
。
ま
た
、
夜
間
中

学
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
も
、
市
内

在
住
、
も
し
く
は
市
内
で
の
正
規
就

労
６
カ
月
以
上
な
ど
の
入
学
要
件
が

あ
り
、
市
外
に
住
む
者
の
就
学
の
機

会
が
制
約
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　

ま
た
、
夜
間
中
学
在
籍
者
の
う
ち
、

外
国
人
が
占
め
る
割
合
は
８
割
を
超

え
、
日
本
の
義
務
教
育
を
終
え
て
い

な
い
た
め
に
就
職
や
進
学
が
で
き
ず

困
っ
て
い
る
者
も
多
く
、
日
本
に
住

み
、
日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
人
に

対
応
し
た
整
備
と
拡
充
が
求
め
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
、
治

安
の
改
善
に
も
資
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

よ
っ
て
、
義
務
教
育
未
修
了
者
や

在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人
が
、
夜
間

中
学
の
情
報
を
入
手
し
や
す
い
よ
う

に
配
慮
し
た
広
報
の
展
開
や
、
低
所

得
者
に
対
す
る
授
業
料
減
免
な
ど
の

誘
導
策
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
３
項

目
に
つ
い
て
、
迅
速
な
対
応
を
政
府

に
求
め
る
。

⑹
複
数
税
率
に
よ
る
軽
減
税
率
の

　
　
　

導
入
実
現
を
求
め
る
意
見
書

⑺
国
立
大
学
学
費
の
連
続
値
上
げ
に

　

直
結
す
る
運
営
費
交
付
金
を
削
減

　
　

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

⑻
国
民
監
視
社
会
を
つ
く
る

　
　

共
謀
罪
を
導
入
し
な
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

※意見書とは、地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめ、国等へ提出する文書のことです。

　

本
会
議
の
中
継
放
送
を
録
画
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す

る
た
め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か

じ
め
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
☎
８
２
３

－

９
４
０
０
）

録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

提
出
し
た

編
集
後
記

　

12
月
議
会
は
、
岡
﨑
市
政
４

期
目
初
め
て
の
議
会
。
各
会
派

の
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
市
長

の
今
後
４
年
間
の
政
策
や
政
治

姿
勢
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
は
記
念
す
べ
き
創
刊
２

０
０
号
。
今
議
会
で
は
統
一
地

方
選
に
続
き
、
市
長
選
の
低
投

票
率
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

議
会
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る
よ

う
、
紙
面
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）


